
中層階の空間的性質に着目した都市型集合住宅
中高層の建物は、地上階・中層階・最上階によって、その役割や周囲との関係が異
なってくる。地上階と最上階は外部との関係が強いことに対して中層階は外部との関
わりが弱く、内部の機能的な要請によって基準階を反復させてつくられることが多い。
そこで本設計では、中層階の空間的性質を分析し、その構成手法の可能性を検討す

ることを通して中高層建築の新たな空間モデルを提案する。
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街からのアプローチ

眺望の獲得

自然光の獲得 形状の操作 空への開放感

隣の建物の影響

ランドスケープ

植栽

地上階

中層階

最上階

最上階

作品名：大宮のペントハウス
設　計：若松均

オーナー住戸

集合住宅

地上階 店舗

中層階

屋上庭園 シンボリックな造形物

作品名：ユニテ・ダビタシオン
設　計：ル・コルビュジエ

地上階 ピロティ

中層階 アプローチ階
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1.階を飛ばして接続 2.アプローチ階を設ける 3.スラブを連続させる

4.スラブに穴をあける 5.スラブの変形 6.階ではないものを挟む

7.中心に共用のものを集約する

10.中層階に地面的な空間を挿入する 11.中層階にヴォイドを挿入する 12.ボリュームをずらす

14.屋根形状による空の獲得 15.地面と建物ボリュームの連続

16.立体街路による接続 渋谷パルコ・ヒューリックビル KEELS四谷の塔状住居群

屋根の空地

御徒町のアパートメント マルクトハル

辰巳アパートメントハウス ディオール表参道

キリの家

アクロス福岡

17.全ての住戸を地上と空につなげる

13.人工地盤を積層させる

8.中心に光と風を取り込む 9.中心を抜く

中高層の建物においては、地上階、最上階には建物外部との強い関係性を見ることができる（図１）。地上階は、建物へのアプローチ動線
の起点となり、また、地面に展開するランドスケープと連続した関係を考えることができる。最上階では、その上が開放されていることから、
屋根やボリュームの形状の操作が可能になり、街並みのスカイラインを形成したり、上部からも得られる採光などの関係から空間が構成さ
れる。都市部の集合住宅においては、街路に面した地上階に店舗が、環境が良い最上階にオーナー住戸が配されることが多く、その特徴を
活かした建築作品を見ることができる（図２）。また、ル・コルビュジエによるユニテ・ダビタシオンは、地上階をピロティ、最上階を屋
上庭園という特徴的な場所としたものである。
これらのことから、建物外部との関わりが強い地上階と最上階に対して、中層階では建物内部での関係を再検討することで新たな構成の可
能性を見出すことができないかと考える。

中層階の空間的性質として、上下に階がある、建物の中心を含む、地上と空から離れている、といった３つの視点を抽出した。
中層階の空間的性質をもとに、その再解釈や操作によって中高層建築あるいは集合住宅としての構成手法を導く。

中層階の一つの階に着目すると、
必ず上下に階が存在する事となる。
そのことから中層階は、上下階と
つながる動線を有し（a）、また、
上下の階とスラブを共有すること
で、互いの天井と床の位置が影響
を及ぼす関係を持っている（b）。

建物全体での中層階をみると、中
層階は建物の中心を含んでいると
言える。そのことは、建物の他の
部分からの距離が近い場所を含み、
（a）、外気からは遠い空間が生じる
（b）という性質につながる。

周辺環境を含めた建物全体として
中層階をみると、地上階・最上階
の存在によって、地面と空から離
れていることがあげられる。その
ことは、地面との連続がなく（a,c）、
空への開放感も持たない（b）とい
う、地上階・最上階で得られる特
徴が中層階には存在しないという
性質につながる。

■地上階・最上階の空間的性質

■中層階の空間的性質

①上下に階がある a. 動線で上下の階をつなぐ

a. 建物の他の場所からの距離が近い

a. 地面的な空間がない

b. 上下の階とスラブを共有する

b. 外気から遠い空間が生じる

b. 空に対する開放感がない c. 地面から直接アプローチできない

②建物の中心を含む

③地上と空から離れている

■中層階の構成手法

図１　地上階・最上階の特徴 図２　地上階・最上階の特徴を活かした建築事例
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出典：新建築 12.06
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Model A
室の用途に応じて各階の

ボリュームをずらしながら

積層させ、地上階から最上

階までつなげる住戸割にす

ることで、全ての住戸を地

上と空に接続させる。

Model B
容積率最大のボリュームを、

外部空間を伴った店舗階を

はさみながら引き伸ばし、そ

れらをつなぐように地上から

の動線を連続させた立体街

路を巻きつけることで、中層

階に地上階のような開放的

な空間をつくり出す。

日当たりの良いD住戸の地上階は家庭菜園になっている。

壁面をずらすことで、別々の住戸が集まったような構成をつくり出す。

ショップ階はガラス張りで視線が抜ける。

各階のショップは上階の住戸とセットになっている。

■コンセプトダイアグラム ■コンセプトダイアグラム■計画地

層ごとの住戸分割 全ての住戸を地上と空につなげる 室の用途に応じてずらしながら積層させる ずれによって生じた隙間がテラスになる 敷地図　S=1/1000

A-A’断面パース　S=1/100 B-B’断面パース　S=1/100

配置兼1階平面図　S=1/100 2階平面図　S=1/200 配置兼1階平面図　S=1/300 2階平面図　S=1/300 3階平面図　S=1/300

4階平面図　S=1/300 5階平面図　S=1/300

6階平面図　S=1/300 7階平面図　S=1/300

8階平面図　S=1/300 屋上平面図　S=1/300

3階平面図　S=1/200

4階平面図　S=1/200

敷地図　S=1/1000容積率最大のボリューム 中層階に外部空間を挿入 地上からの動線を立体的に巻きつける 西側住戸とショップがセットになる

■計画地

住戸A　SHOP

住戸D　家庭菜園 住戸C　アトリエ

住戸B　ガレージ

南側からの採光を得られるD住戸は、１階部分をキッチンと
連動させた家庭菜園を設けている。

接道から離れた奥まったところに建つC住戸は、１階にアト
リエと庭をもった住戸になっている。
庭を使った活動が促される。

二面接道の角地を活かし、A住戸の1階部分はSHOPを持っている。

南側より幅員の広い道に面するB住戸には、車の整備などを
旨としたガレージを設けている。

断面図　S=1/100

住戸A　SHOP
図書館 

住戸C　SHOP
雑貨屋

住戸E　SHOP
グリーンショップ

住戸G　SHOP
カフェ

屋上広場

住戸B

住戸D

住戸F

住戸H 住戸G

住戸E

住戸C

住戸A

6階東側住戸　視界がひらけた北側に代々木公園の緑を望む。

5階グリーンショップ　植栽が外部空間に広がる。

屋上広場　開放的な広場で、住民とまちの人々が交わる。
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Model C
周辺を中高層の建物に囲

まれた敷地では、建物ボ

リュームの中心を抜き取

り、そこに住民の共用空間

を集約させることで、中心を

シェアして住民どうしの関

係をつくる集合住宅を設計

した。

Model D
Model Dは勾配のある狭い

敷地で、傾斜を利用して内部

空間にレベルの変化をつく

り出し、屋根形状の操作に

よって断面的な隙間をつくり

出すことで中層階であっても

空への眺望や、上方への開

放感を得られる建物を設計

した。

中心の共用空間から全ての住戸へアプローチができる。

街に対して建物の壁面線をそろえることで、内側に対する関係を強くする。

屋根形状によって上階との間に空を眺める隙間をつくり出す。

内部にできたレベル差で人のアイレベルにも変化を与える。

■コンセプトダイアグラム ■コンセプトダイアグラム■計画地

積層されたボリューム ボリュームの中心を抜き取る 中心に共用空間を集約 外側のボリュームにヴォイドを設ける ボリュームを繋ぐ橋が外部空間になる 敷地図　S=1/1000 敷地図　S=1/1000積層されたボリューム 傾斜に反応してボリュームを傾ける 傾きの変化によって隙間が生まれる 屋根形状によって空を獲得する

■計画地

断面パース　S=1/100

5階平面図　S=1/4004階平面図　S=1/4003階平面図　S=1/4002階平面図　S=1/400配置兼1階平面図　S=1/400

カフェ

ショップ（サイクリング）

駐輪場

管理人室

ショップ（植物）

コート

ショップ（アパレル）

ショップ（古物店） ショップ（キッチンウェア）

N

共用リビング・ダイニング

住戸A　LDK

住戸A　テラス

住戸B　寝室

住戸D　寝室

住戸D　テラス

住戸E　寝室 住戸E　テラス住戸F　LDK住戸F　テラス

住戸C　ダイニングキッチン

中心に住民を集めて、集約された動線によって各々の求める
空間へとアクセスしていく。

各住戸へのアプローチが4方に設けられている

住戸C　前庭

住戸A　寝室

住戸A　前庭

住戸B　LDK

住戸B　前庭

住戸D　LDK住戸D　前庭

住戸E　LDK

住戸F　寝室

住戸C　寝室

共用キッチン

共用キッチンでの活動が、幅の広い
ブリッジへと滲み出してくる。

共用キッチンと住戸内部をつなげる土間

内部での食事スペースに加え、ボリュ
ームを欠き取った外部でも食事をで
きる楽しむことができる。

住戸G　寝室

住戸H　LDK

住戸J　寝室

住戸L　LDK 住戸K　寝室

住戸I　寝室

共用ランドリー

３階よりも大きく外部空間を設けて
洗濯物を干すテラスとして使える。

洗濯機を設けていない住戸は、浴室を
大きくし、開放的な空間にしている。

住戸G　ダイニングキッチン

住戸H　寝室

住戸J　ダイニングキッチン

住戸L　寝室

住戸K　LDK

住戸I　ダイニングキッチン屋上広場

5階住戸は、中心の広場側に土間を設け、内部
と外部をゆるくつなげている。

中心と住戸をつなぐブリッジを大きくすること
で、面的な広がりをつくり出している。

屋上へ上がる階段室はガラス張りとし、
下階に対して採光の役割をもつ。

最上階のテラスは2、3階と比べて大きくし、
LDKの延長のような空間としている。

カフェ ショップ（キッチンウェア）サイクリングショップ

共用リビングダイニング住戸B　寝室

住戸B　LDK

住戸H　LDK

住戸H　寝室

住戸E　寝室

住戸E　LDK

住戸K　 寝室

住戸K　LDK

共用キッチン

共用ランドリー

屋上広場

共用空間 北側住戸塔南側住戸塔

配置兼1階平面図　S=1/200 2階平面図　S=1/200 3階平面図　S=1/200 4階平面図　S=1/200

住戸A

住戸B

ダイニングキッチン

ダイニングキッチン

GL+420

GL+720

GL+1020

GL+1900

GL+420

GL+720

GL+1020

GL±0

寝室

寝室

書斎子供部屋

リビング

リビング

N

住戸D

住戸C

ダイニングキッチン

ダイニングキッチン

FL+200FL+640FL+1140

FL+200

FL+640FL+1140

FL±0

寝室

寝室

リビング

リビング

書斎

和室

住戸F

住戸E

キッチン

キッチンダイニング

リビング

書斎

ダイニングリビング１

リビング２寝室

寝室

FL+200

FL+200

FL+640

FL+640

FL+1140

FL+1140

FL±0

住戸H

住戸G

ダイニングキッチンリビング２

リビング２

リビング１

リビング１

ダイニング

寝室 キッチン

寝室

FL+200

FL+200

FL+640

FL+640

FL+1140

FL+1140

FL±0

西側立面図　S=1/100 南側立面図　S=1/100

屋根形状によって空を獲得する


